
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1002 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典Ｂ 
単位 

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「古典Ｂ」（教育出版）【継続使用】 

副教材等 
「見て覚える 読んで解ける 古文単語 330 新訂版」（第一学習社）【継続使用】 

「基礎からのジャンプアップノート古典文法演習ドリル改訂版」（旺文社）【継続使用】 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・古典を通して、人生を豊かにするための感性や情緒を育みましょう。 

・授業後には内容を振り返って復習しましょう。その際、本文は必ず音読しましょう。 

・提出物の期限は必ず守りましょう。また、定期考査に向けて、計画的に学習しましょう。 

・古文・漢文それぞれの作品に親しみながら、内容、登場人物の心情を理解するために、語彙力や文 

法の力を養いましょう。  

 

２ 学習の到達目標 

・古典に親しみ、人間・社会・自然などに対する見方や感じ方などに触れ、その内容を読み取ること 

を通して、思考力や想像力を伸ばし、豊かな感性や情緒を育む。 

・古典教材を通じて、我が国の伝統と文化への理解を深め、人生を豊かにしていく力を育成する。  

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 言語文化や伝

統に対する関心

を深め、国語を尊

重して、進んで古

典に親しもうと

している。 

   古典に現れた

思想や感情を的

確に読み取り、も

のの見方、感じ

方、考え方を豊か

にしている。 

古典の理解に役

立てるための音

声、文法、表記、

言語、語彙、漢字

等を理解し、知識

を身につけてい 

る。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検（ノー

ト、ワークシート

など） 

  行動の観察 

記述の確認及び

分析（ワークシー

ト） 

定期考査 

小テスト 

発言 

音読・朗読 

行動の観察 

記述の確認（ノー

ト、ワークシート

など） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

一
学
期 

『枕
草
子
』を
読
む 

宮に初めて参りたる頃 

無名といふ琵琶の御琴を 

『古今』の草子を 

大納言殿参り給ひて 

二月つごもり頃に 

 

 

 

 

 

 

〇 

   

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

a:古典を読む力をすすんで高

めるとともに、古典についての

理解や関心を深めようとして

いる。 

d:構成に注意しながら作者の

ものの見方、感じ方、考え方を

的確にとらえ、その価値を考察

して自分の考えを深め、発展さ

せている。 

e:『枕草子』に関する文学史的

な基礎知識を、正確な読解に結

びつけ、伝統的な言語文化およ

び言葉の特徴やきまりなどの

理解を深め、知識を身につけて

いる。正しく音読できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 

『大
鏡
』を
読
む 

師輔の夢 

中宮安子の嫉妬 

兼通と兼家の確執 

若き日の道長 

女院詮子の道長びいき 

三船の才 

 

 

 

 

 

 

〇 

   

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

a:歴史物語を読む力をすすん

で高めるとともに、『大鏡』に

ついての理解や関心を深めよ

うとしている。 

d:話の構成や展開およびそこ

に描かれている思想や登場人

物の人間像などを的確にとら

えている。また、作品の価値を

考察し、読解したことをもとに

自分の考えを深め、発展させて

いる。 

e:大鏡』に関する文学史的な基

礎知識を、正確な読解に結びつ

け、伝統的な言語文化及び言葉

の特徴やきまりなどの理解を

深め、知識を身につけている。

正しく音読できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 

逸
話
を
読
む 

季札挂剣 

糟糠之妻 

長安何如日遠 

三横 

 

 

 

 

〇 

   

 

 

〇 

 

 

 

〇 

a:語句の意味・用法を理解し、

文や文章の組み立てについて

も理解しようとしている。 

d:文脈に即した現代語訳をし、

作品の主題を理解している。 

e:訓点に従い正確に訓読をし

ている。重要漢字・再読文字・

句型に関する理解を深めてい

る。正しく音読できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

二
学
期 

日
記
を
読
む 

蜻蛉日記  嘆きつつ 

鷹を放つ 

 

紫式部日記 若宮誕生 

里居のもの思ひ 

 

和泉式部日記 帥の宮からの便り 

帥の宮の訪れ 

 

讃岐典侍日記 しるしの箱 

 

 

 

 

 

 

〇 

   

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

a:古典の日記文学を読む力を

すすんで高めるとともに、古典

についての理解や関心を深め

ようとしている。 

d:本文を正確に読解し、歌にこ

められた心情や作者の人物像

などについて理解している。ま

た、日記文学を読んで作者の思

想や感情などを的確に捉えた

り、その価値を考察したりし

て、自分の考えを深め、発展さ

せている。 

e:平安時代の日記文学に関す

る文学史的な基礎知識を、正確

な読解に結びつけ、伝統的な言

語文化および言葉の特徴やき

まりなどの理解を深め、知識を

身につけている。正しく音読で

きる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 

史
話
を
読
む 

鼓腹撃壌 

伯夷・叔斉 

宋襄の仁 

荊軻 

蘇武持節 

赤壁の戦ひ 

 

 

 

〇 

   

 

 

〇 

 

 

 

〇 

a:時代ごとに異なる書き手や

文章中の人物の、人間・社会・

自然などに対する思想や感情

を、正確に読み取ろうとしてい

る。 

d:場面ごとの話の展開を的確

につかみ、登場人物の人物像や

心情を的確にとらえている。 

e:重要な句型の意味・用法につ

いて理解を深めている。正しく

音読できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 

三
学
期 

『源
氏
物
語
』を
読
む 

藤壺の宮の入内 

 

身のほどを知る空蟬 

 

朧月夜との出会ひ 

 

葵の上に取り憑く物の怪 

 

明石の君の苦悩 

 

女三の宮の降嫁 

 

紫の上の死 

 

 

 

 

 

 

〇 

   

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

a:古典を読む力をすすんで高

めるとともに、『源氏物語』に

ついての理解や関心を深め、古

典に親しむことによって人生

を豊かにしようとしている。 

d:各場面の状況や登場人物、ま

た、登場人物の行動や心情につ

いて正確に理解している。ま

た、『源氏物語』を読んで作者

や登場人物の思想や感情など

を的確にとらえ、自分の考えを

深め、発展させている。 

e:『源氏物語』に関する文学史

的な基礎知識を、正確な読解に

結びつけ、伝統的な言語文化お

よび言葉の特徴やきまりなど

の理解を深め、知識を身につけ

ている。正しく音読できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

思
想 

孟子 無恒産無恒心 

荀子 勧学 

老子 人之生也柔弱 

荘子 治馬 

韓非子 公私相背 

 

 

 

 

〇 

   

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

a:中国古代の思想家の文章を

読み、そこにこめられた作者の

人間・社会に対する思想を読み

取り、ものの見方・考え方を深

めたり、広げたりする契機とし

ようとしている。 

d:論の展開にそって、作者の主

張を的確に読み取り、自分のも

のの見方や考え方を深めてい

る。 

e:諸子百家について総合的に

理解している。語句の意味や句

型を理解し、正しく現代語訳を

している。正しく音読できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す能力・聞く能力  c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


